
188 dotNET Magazine 2004 June

はじめに

プログラムを実装していると、“以前

も同じように実装したような……”な

んて思って以前書いたソースを探して

しまうことがありませんか。こんなと

き私はコンポーネントをカスタマイズ

したり、時には新たなコンポーネント

を作成したり、クラスにしたりして、

できるだけ手間を省いています。

部品化するメリットは多数あります

が、実装量削減、テスト不要（バグ数

減少）などを享受できます。

今回から、カスタムコントロールや、

オリジナルコンポーネントを作成する

方法を数回に分けてご紹介します。

.NETのコンポーネント
とコントロールの定義

たとえば、Borland社のDelphiでは、

ボタンやテキストボックスなどユーザ

ーインターフェイス（UI）に使用する

部品からデータベースに接続する部品

まですべてを「コンポーネント」と定

義します。しかし、.NETでは、ある特

定のクラスの基底クラスかつUIの部品

を「コントロール」とも言います。

では、コンポーネントとコントロー

ルはどのように違うのでしょうか。

コンポーネントとは？

.NET Frameworkにおけるコンポーネ

ントとは、

・System.ComponentModel.ICompo

nentインターフェイスを実装するク

ラス

・IComponentインターフェイスを実

装するクラスから直接または間接に

派生したクラス

のいずれかを指します。

プログラミングで「コンポーネント」

というと、一般的に、「再利用可能で、ほ

かのオブジェクトと対話できるオブジ

ェクト」という意味があります。.NET 

Frameworkのコンポーネントは、この一

般的な要件を満たすだけでなく、外部

リソースの制御やデザイン時サポート

使いやすいコントロールを手に入れるためノウハウ
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などの機能も備えています。

コントロールとは？

コントロールとは、「UI機能を提供する（または有効化す

る）コンポーネント」です。.NET Frameworkには、コント

ロールの基本クラスが2種類用意されています。

①クライアント側のWindowsフォームコントロールの基本

クラス

②ASP.NETサーバーコントロールの基本クラス

これらの基本クラスは、System.Windows.Forms.Control

およびSystem.Web.UI.Controlです。.NET Frameworkクラ

スライブラリのすべてのコントロールは、これら2つのクラ

スから直接または間接的に派生しています。

System.Windows.Forms.Controlは、System.Component

Model.Componentから派生し、それ自身でUI機能を備えて

います。System.Web.UI.ControlはIComponentインターフェ

イスを実装しており、UI機能を簡単に追加できるようにす

る環境を提供します。

カスタムコントロールの
作成方法

今回作成するコントロールは、Windowsフォームコント

ロールです。主に、カスタムコントロールを作成するには

次の3つの方法があります。

方法 1 既存のコントロールを継承する
方法 2 複数のコントロールを複合する
方法 3 独自のコントロールを作成する

今回は、これら方法の中からもっとも簡単にカスタムコ

ントロールを作成することができる「既存のコントロール

を継承する」という方法を用いて解説してゆきます。この

方法は、既存のコントロールに新たにプロパティ、メソッ

ド、イベントなどの機能を追加したいときや既存機能の動

作を変更したいときに便利です。

たとえば、テキストボックスの入力内容を数値のみにし

たい場合や、文字列のみにしたい場合は、テキストボック

スのKeyDownイベントもしくは、そのイベントを実行する

メソッドに数値（または文字列）のみ入力を許可するよう

に実装すればいいのです。また、テキストボックスのフォ

ーマットを独自に定義したい場合は、GotFocusイベントに

フォーマットを解除する処理を実装し、Leaveイベントまた

はLostFocusイベントなどにフォーマットを設定する処理を

実装すれば、テキストは自動的にフォーマットされます。

TextBoxを拡張する

今回は、［Tab］キーを押下したときにフォーカス移動を

行なう動作を、「任意のキーを利用して、指定したコントロ

ールへフォーカス移動できる」ように変更し、その機能を

TextBoxコントロールに追加してみましょう。

まずは、「Windowsコントロールライブラリ」のプロジェ

クトのテンプレートを選択して「CustomCtrls」という名前

を付けて（図1）、プロジェクトを新規作成します。

このプロジェクトはクラスライブラリプロジェクト（DLL

を生成します）なので、デフォルトで「UserControl1.vb」

という名前のファイルが自動作成されています。このファ

イル名を「Ch01TextBox.vb」に変更し、コードを表示して

次のようにコードを修正します。

図1：「Windowsコントロールライブラリ」プロジェクトを作成




